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１．経済・社会データからみた国土区分（まとめ）  

①旅 客 ②貨 物 ③通  信 ④居住地 
  

純流動 純流動 ﾄﾗﾌｨｯｸ 移 動 

⑤-1 大学・短

大進学先 

⑤-2 国立大学

進学先 

⑥本社支社 

配  置 

青森県 

岩手県 

宮城県 

秋田県 

山形県 

  

  

  

  

福島県 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（注２） 

  

  

  

  

  

  

  

茨城県 

栃木県 

群馬県 

埼玉県 

千葉県 

東京都 

神奈川県 

  

  

  

  

  

  

山梨県   

  

  

  

  

  

  

  

新潟県   

長野県 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

富山県 

石川県 

      

（注３）

福井県 

  

  

  

  

    

  

  

  

  

岐阜県       

静岡県       

愛知県 

三重県 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
      

  

  

  

滋賀県 

京都府 

  

大阪府 

兵庫県 

奈良県 

和歌山県 

  

  

  

  

  

 

 

 

(注１) 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
（注５） 

  

  

鳥取県         

島根県     
  

    

岡山県           

広島県       

  

  

  

  

  

  

  

  

    

山口県             

徳島県         

香川県         

愛媛県         

高知県 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

      

  

  

  
（注４）   

福岡県 

佐賀県 

長崎県 

熊本県 

大分県 

  

  

  

  

  

  

  

  

宮崎県   

鹿児島県   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 （注１） 兵庫→愛知は捨象した。 

（注２） 宮城→神奈川は捨象した。 

（注３） 石川→京都は捨象した。 

（注４） 高知→東京は捨象した。 

（注５） 大阪→東京は捨象した。  
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① 旅客純流動からみたブロック圏域 
 
「Ａ県を出発地としＢ県を目的地とする旅客純流動」と「Ｂ県を出発地としＡ県を目的

地とする旅客純流動」の和をＡ県とＢ県との「旅客純流動からみた結びつきの強さ」を表

すものと考えた。 
下図においては、Ａ県     Ｂ県は、Ａ県からみて自都道府県を除く全都道府県中

でＢ県が「旅客純流動からみた結びつきの強さ」が最も強いことを意味する。 
 

 
青森                    滋賀 
秋田 
          岩手                    京都 
                                大阪 
宮城                              兵庫 
          山形                    奈良 
          福島 
                      和歌山 
栃木 
          茨城          鳥取 
群馬                              島根 
 
          千葉          岡山 
          埼玉                    広島 

神奈川         山口 
東京 

新潟                    徳島 
山梨                              香川 
長野                    愛媛 
                                高知 
富山 
          石川                    福岡 
福井                    佐賀 
 
静岡                    長崎 
                      熊本 
          愛知          大分 
          岐阜 
          三重          宮崎 
                                鹿児島 
 
 
 
（出典）「第 3回全国幹線旅客純流動調査（2000年）」より作成。 
 
（注）原データでは、首都圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）、中京圏（岐阜県、愛知県、三重

県）、近畿圏（京都府、大阪府、兵庫県、奈良県）の内々の流動量は対象外としている。 
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② 貨物純流動からみたブロック圏域 
 
「Ａ県を発地としＢ県を届先地とする貨物純流動」と「Ｂ県を発地としＡ県を届先地と

する貨物純流動」の和をＡ県とＢ県との「貨物純流動からみた結びつきの強さ」を表すも

のと考えた。 
下図においては、Ａ県     Ｂ県は、Ａ県からみて自都道府県、東京都及び大阪府

を除く全都道府県中でＢ県が「貨物純流動からみた結びつきの強さ」が最も強いことを意

味する。 
 （自都道府県以外で東京都が結びつきの強さ１位の場合、★を、また、自都道府県以外

で大阪府が結びつきの強さ１位の場合、☆を付した。） 
 
青森★                             滋賀☆ 
岩手 
         宮城★                    京都☆ 
秋田★                             大阪 
山形★                   兵庫☆ 
福島★                             奈良☆ 
                               和歌山☆ 
茨城★ 
栃木★                             鳥取☆ 
群馬★ 

千葉★                    島根 
            広島 

         埼玉★ 
                     岡山 
         神奈川★                   山口 
東京 
新潟★                             徳島☆ 
                     香川☆ 
富山☆                             愛媛☆ 
         石川☆                    高知☆ 
 
山梨★                   福岡 
         静岡★                    佐賀 
福井☆                             長崎 
長野★                   熊本 
岐阜                             大分 
         愛知                    宮崎 
三重                             鹿児島 
 
（出典）「第 7回全国貨物純流動調査（2000年）」より作成。 
 
 （注）新潟県は、①新潟、②東京、③大阪、④神奈川の順 
    京都府は、①京都、②大阪、③東京、④兵庫の順 
    兵庫県は、①兵庫、②大阪、③東京、④愛知の順 
    和歌山県は、①和歌山、②大阪、③東京、④兵庫の順 
    香川県は、①香川、②大阪、③東京、④岡山の順 
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③ 通信トラフィックからみたブロック圏域 

 
 「Ａ県を発信地としＢ県を着信地とする通信トラフィック」と「Ｂ県を発信地としＡ

県を着信地とする通信トラフィック」の和をＡ県とＢ県との「通信トラフィックからみた

結びつきの強さ」を表すものと考えた。 
下図においては、Ａ県     Ｂ県は、Ａ県からみて自都道府県及び東京都を除く全

都道府県中でＢ県が「通信トラフィックからみた結びつきの強さ」が最も強いことを意味

する。 
 （自都道府県以外で、東京都が結びつきの強さ１位の場合、★を付した。） 
 
 
 青森★                   滋賀 
岩手                   京都 
         宮城★                   兵庫 

秋田★ 

山形                             大阪 
福島★          奈良 

                     和歌山 
栃木★                   高知 

群馬★ 
茨城★                   鳥取 

         埼玉★                   島根 

 
         千葉★                   広島 

東京 
                     岡山 
         神奈川★                  山口 

山梨★ 
                     徳島 

富山                    香川 
 
         石川                    愛媛 
福井 
                               福岡★ 
新潟★ 

         長野★                    熊本 

                     佐賀 
         愛知          長崎 
                     大分 

岐阜          宮崎 
 静岡★                   鹿児島 

三重 
 
 
 （出典）「トラヒックからみた我が国の通信利用状況（２００３年）」より作成。 
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④ 居住地移動からみたブロック圏域 

 
「Ａ県からＢ県へ居住地を移動した人口」と「Ｂ県からＡ県へ居住地を移動した人口」

の和をＡ県とＢ県との「居住地移動からみた結びつきの強さ」を表すものと考えた。 
下図においては、Ａ県     Ｂ県は、Ａ県からみて自都道府県及び東京都を除く全

道府県中でＢ県が「居住地移動からみた結びつきの強さ」が最も強いことを意味する。 
（自都道府県以外で、東京都が結びつきの強さ１位の場合、★を付した。） 

 
青森★                            滋賀 
岩手                   京都 
         宮城★  
秋田★                   大阪 
山形                             福井 
         福島★          兵庫 
                               奈良 
栃木★                            和歌山 
群馬                             徳島 
新潟★                            高知 

          埼玉★  
茨城★                            鳥取 
         千葉★  

                                島根 
          神奈川★                  岡山 
 東京                   広島 
山梨★                            山口 
長野★  
静岡★                   香川 

                                愛媛 
富山 
         石川          福岡★ 
                                佐賀 
岐阜                   長崎 
         愛知                    熊本 
三重                             大分 
                                宮崎 
                                鹿児島 
 
（出典）「住民基本台帳人口移動報告（2004年）」により作成 
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⑤-1 大学・短大進学先からみたブロック圏域 

 
下図において、 
出身高校の所在都道府県     自都道府県及び東京都以外の大学・短大への進学先

１位都道府県（自都道府県以外で、東京都が進学先１位の場合、★を付した。） 
 
 青森★                             福井 
 岩手                             滋賀 
          宮城★          京都 
秋田★ 
山形★                   大阪 
福島★                             兵庫 

                                奈良 
栃木★                             和歌山 
群馬★                             鳥取 
         埼玉★                    岡山 

 茨城★ 
          千葉★                    広島 
 
          神奈川★                   島根 
東京 
新潟★                             徳島 
山梨★                             香川 
長野★                             愛媛 
静岡★                             高知 
 
富山★                             山口 
         石川★          福岡★ 
                               佐賀 
岐阜                             長崎 
                      熊本 

愛知★                    大分 
三重                             宮崎 
                               鹿児島 
 
（出典）「学校基本調査（２００４年）」より作成。 
 
（注）中四国各県の進学先順位（自都府県以外）は以下のとおり。 
    鳥取県 ……… ①大阪府、②兵庫県、③東京都、④岡山県、⑤京都府 
    島根県 ……… ①広島県、②岡山県、③大阪府、④東京都、⑤福岡県 
    岡山県 ……… ①大阪府、②兵庫県、③広島県、④東京都、⑤京都府 
    広島県 ……… ①岡山県、②東京都、③大阪府、④京都府、⑤兵庫県 
    山口県 ……… ①福岡県、②広島県、③東京都、④大阪府、⑤京都府 
    徳島県 ……… ①大阪府、②兵庫県、③東京都、④京都府、⑤岡山県 
    香川県 ……… ①大阪府、②京都府、③兵庫県、④岡山県、⑤東京都 
    愛媛県 ……… ①大阪府、②広島県、③岡山県、④東京都、⑤兵庫県 
    高知県 ……… ①大阪府、②東京都、③京都府、④兵庫県、⑤岡山県 
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⑤-2 国立大学進学先からみたブロック圏域 

 
下図において、 
出身高校の所在都道府県     自都道府県以外の国立大学所在都道府県１位（図に

記載の都道府県が１位の場合★を付した。） 
 

青森     岩手        滋賀     京都 
 
 
 秋田     宮城        大阪     奈良★ 
 
                         兵庫★ 
        山形 
                         和歌山 
 
 茨城     福島        鳥取     島根 
 
        栃木 
                  広島        山口 
        群馬 
 
        埼玉★        岡山     香川 
                  ※ 

 東京             ※  高知     徳島 
     千葉      ※東京と岡山は同数 

                         愛媛 
       神奈川★ 
 
        新潟        佐賀        福岡 
 
        山梨        長崎 
 
        長野        熊本 
 
        静岡        大分 
 
                  宮崎     鹿児島 
 富山     石川 
 
 福井 
 
 
 岐阜     愛知 
 
 三重 

 
 

（出典）「学校基本調査（２００４年）」より作成。 
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⑥ 本社・支社の配置関係からみたブロック圏域 

 
 Ａ県内に本社を持つ企業全体として全都道府県（Ａ県を除く）中Ｂ県に最も多く支社の

従業員を有する場合、Ａ県     Ｂ県と表した。 
 
 
青森                             滋賀 
         岩手          京都 
 
         宮城          大阪 
 
         福島          兵庫 
山形                             奈良 
                               和歌山 
秋田 
                               徳島 
茨城                   香川 
栃木                             愛媛 

千葉 
群馬                             高知 
 
埼玉                   鳥取 

東京                    島根 
神奈川 
新潟                             岡山 
山梨                   広島 
長野                             山口 
 
富山                   福岡 
         石川 
福井                   熊本 
                             佐賀 

静岡                             長崎 
岐阜                             大分 

          愛知 
三重                   宮崎 
                             鹿児島 

 
 
 （出典）「2001年事業所・企業統計」により作成。 
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・
文
化
の
観
点
か
ら
み
た
都
道
府
県
域
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
）
」

　
　
に
基
づ
き
 国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成

　
　
な
お
、
気
候
区
分
は
前
島
郁
雄
氏
に
よ
る
区
分
を
参
考
に
し
た
（
出
典
：
藤
岡
謙
二
郎
等
「
日
本
地
誌
」
2
0
0
4
年
）
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②
　
生
物
多
様
性
保
全
の
た
め
の
国
土
区
分

北
海
道

東
部

北
海
道

西
部

本
州
中
北
部

太
平
洋
側

本
州
中
北
部

日
本
海
側

北
陸
・
山
陰

本
州
中
部

太
平
洋
側

瀬
戸
内
海

周
辺

紀
伊
半
島
・

四
国
・
九
州

琉
球
列
島

小
笠
原
諸
島

北
海
道

5
0
%

5
0
%

青
森
県

1
0
%

9
0
%

岩
手
県

4
0
%

6
0
%

宮
城
県

8
0
%

2
0
%

秋
田
県

1
0
0
%

山
形
県

1
0
0
%

福
島
県

5
0
%

4
0
%

1
0
%

茨
城
県

0
%

1
0
0
%

栃
木
県

8
0
%

0
%

2
0
%

群
馬
県

9
0
%

1
0
%

埼
玉
県

5
0
%

5
0
%

千
葉
県

1
0
0
%

東
京
都

0
%

7
0
%

3
0
%

神
奈
川
県

1
0
0
%

新
潟
県

1
0
0
%

0
%

富
山
県

5
0
%

5
0
%

石
川
県

0
%

1
0
0
%

福
井
県

1
0
%

9
0
%

山
梨
県

2
0
%

8
0
%

長
野
県

5
0
%

2
0
%

2
0
%

岐
阜
県

1
0
%

3
0
%

1
0
%

5
0
%

静
岡
県

1
0
0
%

0
%

愛
知
県

7
0
%

3
0
%

三
重
県

1
0
%

9
0
%

滋
賀
県

5
0
%

4
0
%

1
0
%

京
都
府

6
0
%

4
0
%

大
阪
府

6
0
%

4
0
%

兵
庫
県

2
0
%

7
0
%

0
%

奈
良
県

1
0
%

9
0
%

和
歌
山
県

1
0
0
%

鳥
取
県

1
0
0
%

0
%

島
根
県

1
0
0
%

岡
山
県

2
0
%

8
0
%

広
島
県

4
0
%

5
0
%

0
%

山
口
県

3
0
%

7
0
%

徳
島
県

1
0
%

9
0
%

香
川
県

1
0
0
%

愛
媛
県

5
0
%

5
0
%

高
知
県

0
%

1
0
0
%

福
岡
県

1
0
0
%

佐
賀
県

1
0
0
%

長
崎
県

1
0
0
%

熊
本
県

1
0
0
%

大
分
県

1
0
0
%

宮
崎
県

1
0
0
%

鹿
児
島
県

7
0
%

3
0
%

沖
縄
県

1
0
0
%

※
　
割
合
は
、
（
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
メ
ッ
シ
ュ
数
）
÷
（
各
都
道
府
県
に
属
す
る
総
メ
ッ
シ
ュ
数
）
で
算
出
(一
の
位
を
四
捨
五
入
）

　
　
各
都
道
府
県
の
色
は
、
各
都
道
府
県
の
生
物
多
様
性
保
全
の
た
め
の
国
土
区
分
の
う
ち
最
大
の
割
合
の
も
の
に
色
を
付
け
た

※
　
平
成
１
５
年
度
「
自
然
、
歴
史
・
文
化
の
観
点
か
ら
み
た
都
道
府
県
域
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
）
」

　
　
に
基
づ
き
 国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成

　
　
な
お
、
「
生
物
多
様
性
保
全
の
た
め
の
国
土
区
分
」
は
、
平
成
１
０
年
版
環
境
白
書
を
参
考
に
し
た
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③
　
民
　
家

北
海
道

東
北
日
本

太
平
洋
側

東
北
日
本

日
本
海
側

北
陸

中
央
高
地

南
関
東

東
海

近
畿
中
央

低
地

瀬
戸
内
海

沿
岸

山
陰

中
国
山
地

延
長

北
九
州

外
帯
山
地

太
平
洋

沿
岸

南
島

北
海
道

1
0
0
%

青
森
県

5
0
%

5
0
%

岩
手
県

1
0
0
%

宮
城
県

1
0
0
%

秋
田
県

1
0
0
%

山
形
県

1
0
0
%

福
島
県

7
0
%

3
0
%

茨
城
県

3
8
%

6
0
%

栃
木
県

8
0
%

2
0
%

群
馬
県

0
%

9
0
%

1
0
%

埼
玉
県

4
0
%

6
0
%

千
葉
県

1
0
0
%

東
京
都

1
0
%

2
0
%

7
0
%

神
奈
川
県

2
0
%

8
0
%

新
潟
県

1
0
0
%

0
%

富
山
県

9
0
%

1
0
%

石
川
県

9
0
%

1
0
%

福
井
県

9
0
%

1
0
%

山
梨
県

1
0
0
%

長
野
県

1
0
%

0
%

8
0
%

岐
阜
県

1
0
%

8
0
%

2
0
%

静
岡
県

2
0
%

8
0
%

愛
知
県

1
0
%

9
0
%

三
重
県

1
0
%

5
0
%

4
0
%

滋
賀
県

3
0
%

0
%

7
0
%

京
都
府

1
0
%

2
0
%

4
0
%

3
0
%

大
阪
府

9
0
%

1
0
%

兵
庫
県

1
0
%

5
0
%

1
0
%

3
0
%

奈
良
県

6
0
%

4
0
%

和
歌
山
県

2
0
%

1
0
%

7
0
%

鳥
取
県

5
0
%

5
0
%

島
根
県

8
0
%

2
0
%

岡
山
県

8
0
%

2
0
%

広
島
県

9
0
%

1
0
%

山
口
県

7
0
%

3
0
%

徳
島
県

2
0
%

5
0
%

3
0
%

香
川
県

1
0
0
%

愛
媛
県

8
0
%

1
0
%

1
0
%

高
知
県

2
0
%

8
0
%

福
岡
県

1
0
0
%

佐
賀
県

1
0
0
%

長
崎
県

1
0
0
%

熊
本
県

8
0
%

2
0
%

大
分
県

8
0
%

2
0
%

宮
崎
県

0
%

5
0
%

5
0
%

鹿
児
島
県

7
0
%

3
0
%

沖
縄
県

1
0
0
%

※
　
割
合
は
、
（
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
メ
ッ
シ
ュ
数
）
÷
（
各
都
道
府
県
に
属
す
る
総
メ
ッ
シ
ュ
数
）
で
算
出
(一
の
位
を
四
捨
五
入
）

　
　
各
都
道
府
県
の
色
は
、
各
都
道
府
県
の
民
家
区
分
の
う
ち
最
大
の
割
合
の
も
の
に
色
を
付
け
た
。
た
だ
し
東
京
都
に
つ
い
て
は
島
部
を
除
い
て
最
大
の
割
合
と
し
た
。

※
　
平
成
１
５
年
度
「
自
然
、
歴
史
・
文
化
の
観
点
か
ら
み
た
都
道
府
県
域
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
）
」
に
基
づ
き

　
　
　
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成

　
　
な
お
、
民
家
に
よ
る
地
域
区
分
は
、
杉
本
尚
次
著
「
日
本
民
家
の
研
究
－
そ
の
地
理
学
的
考
察
－
」
（
1
9
6
9
年
）
を
参
考
に
し
た
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④
　
五
　
畿
　
七
　
道

東
山
道

北
陸
道

東
海
道

畿
内

山
陰
道

山
陽
道

南
海
道

西
海
道

そ
の
他

北
海
道

1
0
0
%

青
森
県

1
0
0
%

岩
手
県

8
0
%

2
1
%

宮
城
県

1
0
0
%

秋
田
県

6
0
%

3
8
%

山
形
県

1
0
0
%

福
島
県

1
0
0
%

0
%

0
%

茨
城
県

1
0
0
%

栃
木
県

9
0
%

1
0
%

群
馬
県

9
0
%

1
0
%

埼
玉
県

8
0
%

2
0
%

千
葉
県

1
0
0
%

東
京
都

3
0
%

0
%

7
0
%

神
奈
川
県

2
0
%

8
0
%

新
潟
県

1
0
0
%

富
山
県

1
0
0
%

石
川
県

1
0
0
%

福
井
県

1
0
0
%

0
%

山
梨
県

1
0
0
%

長
野
県

8
0
%

1
0
%

1
0
%

岐
阜
県

8
0
%

1
0
%

1
0
%

静
岡
県

1
0
0
%

愛
知
県

1
0
0
%

三
重
県

7
0
%

1
0
%

2
0
%

滋
賀
県

7
0
%

1
0
%

1
0
%

1
0
%

0
%

京
都
府

1
0
%

9
0
%

大
阪
府

9
0
%

1
0
%

兵
庫
県

0
%

3
0
%

5
0
%

2
0
%

奈
良
県

7
0
%

3
0
%

和
歌
山
県

1
0
0
%

鳥
取
県

1
0
0
%

島
根
県

1
0
0
%

岡
山
県

9
0
%

1
0
%

広
島
県

9
0
%

1
0
%

山
口
県

1
0
0
%

0
%

徳
島
県

1
0
0
%

香
川
県

1
0
0
%

愛
媛
県

1
0
0
%

高
知
県

1
0
0
%

福
岡
県

1
0
0
%

佐
賀
県

1
0
0
%

長
崎
県

1
0
0
%

熊
本
県

1
0
0
%

大
分
県

1
0
0
%

宮
崎
県

1
0
0
%

鹿
児
島
県

7
0
%

3
0
%

沖
縄
県

1
0
0
%

※
　
割
合
は
、
（
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
メ
ッ
シ
ュ
数
）
÷
（
各
都
道
府
県
に
属
す
る
総
メ
ッ
シ
ュ
数
）
で
算
出
(一
の
位
を
四
捨
五
入
）

　
各
都
道
府
県
の
色
は
、
各
都
道
府
県
の
五
畿
七
道
区
分
の
う
ち
最
大
の
割
合
の
も
の
に
色
を
付
け
た

　
　
た
だ
し
東
京
都
に
つ
い
て
は
島
部
を
除
い
て
最
大
の
割
合
と
し
た
。

※
　
平
成
１
５
年
度
「
自
然
、
歴
史
・
文
化
の
観
点
か
ら
み
た
都
道
府
県
域
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
）
」

　
　
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成

　
　
な
お
、
五
畿
七
道
は
、
学
研
学
習
事
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
考
に
し
た

12



　
⑤
　
方
　
言

北
海
道

東
北

関
東
東
海
・
東
山
北
陸

近
畿

中
国

雲
伯

四
国

豊
日

肥
筑

薩
隅

琉
球

八
丈
島

北
海

道
1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

青
森

県
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
岩

手
県
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
宮

城
県
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
秋

田
県
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
山

形
県
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

島
県
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
茨

城
県
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栃
木

県
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

群
馬

県
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉

県
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
葉

県
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京

都
 

 
6
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
4
0
%

神
奈
川
県
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
潟

県
 

3
0
%
 

6
0
%

1
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

富
山

県
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
川

県
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

福
井

県
 

 
 

 
7
0
%

3
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
山

梨
県
 

 
4
0
%

6
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
長

野
県
 

 
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
岐

阜
県
 

 
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
静

岡
県
 

 
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
愛

知
県
 

 
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
三

重
県
 

 
 

 
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
滋

賀
県
 

 
 

 
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
京

都
府
 

 
 

 
 

7
0
%

3
0
%
 

 
 

 
 

 
 

大
阪

府
 

 
 

 
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
兵

庫
県
 

 
 

 
 

8
0
%

2
0
%
 

 
 

 
 

 
 

奈
良

県
 

 
 

 
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
和
歌
山
県
 

 
 

 
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

 
鳥

取
県
 

 
 

 
 

 
6
0
%

4
0
%
 

 
 

 
 

 
島

根
県
 

 
 

 
 

 
4
0
%

6
0
%
 

 
 

 
 

 
岡

山
県
 

 
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

広
島

県
 

 
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

山
口

県
 

 
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

 
 

徳
島

県
 

 
 

 
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

香
川

県
 

 
 

 
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

愛
媛

県
 

 
 

 
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

高
知

県
 

 
 

 
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 
 

 
 

福
岡

県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
0
%

8
0
%
 

 
 

佐
賀

県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 
 

長
崎

県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 
 

熊
本

県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 
 

大
分

県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
0
0
%
 

 
 

 
宮

崎
県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

8
0
%
 

2
0
%
 

 
鹿
児
島
県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

8
0
%

2
0
%
 

沖
縄

県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
0
0
%
 

※
　
割
合
は
、
（
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
メ
ッ
シ
ュ
数
）
÷
（
各
都
道
府
県
に
属
す
る
総
メ
ッ
シ
ュ
数
）
で
算
出
(一
の
位
を
四
捨
五
入
）

　
　
各
都
道
府
県
の
色
は
、
各
都
道
府
県
の
方
言
区
分
の
う
ち
最
大
の
割
合
の
も
の
に
色
を
付
け
た

※
　
平
成
１
５
年
度
「
自
然
、
歴
史
・
文
化
の
観
点
か
ら
み
た
都
道
府
県
域
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
）
」
に
基
づ
き

　
　
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成

　
　
な
お
、
方
言
の
区
分
は
東
条
操
氏
に
よ
る
総
合
的
分
類
の
分
布
を
参
考
に
し
た
（
出
典
：
小
林
隆
・
篠
崎
晃
一
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
方
言
研
究
」
(2
0
0
3
年
）
）
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⑥
　
社
会
組
織
　
類
型
Ⅰ
　
同
族
組
織
（
マ
キ
）
　

で
あ
る

で
は
な
い

北
海
道

1
0
0
%

青
森
県

1
0
0
%

岩
手
県

1
0
0
%

宮
城
県

1
0
0
%

秋
田
県

1
0
0
%

山
形
県

1
0
0
%

福
島
県

1
0
0
%

茨
城
県

9
0
%

1
0
%

栃
木
県

3
0
%

7
0
%

群
馬
県

7
0
%

3
0
%

埼
玉
県

2
0
%

8
0
%

千
葉
県

9
0
%

1
0
%

東
京
都

1
0
%

9
0
%

神
奈
川
県

1
0
%

9
0
%

新
潟
県

9
0
%

1
0
%

富
山
県

1
0
0
%

石
川
県

1
0
0
%

福
井
県

1
0
0
%

山
梨
県

1
0
0
%

長
野
県

4
0
%

6
0
%

岐
阜
県

1
0
0
%

静
岡
県

1
0
%

9
0
%

愛
知
県

1
0
0
%

三
重
県

1
0
0
%

滋
賀
県

1
0
0
%

京
都
府

3
0
%

7
0
%

大
阪
府

1
0
0
%

兵
庫
県

1
0
%

9
0
%

奈
良
県

1
0
0
%

和
歌
山
県

1
0
0
%

鳥
取
県

1
0
0
%

島
根
県

1
0
0
%

岡
山
県

1
0
0
%

広
島
県

1
0
0
%

山
口
県

1
0
0
%

徳
島
県

1
0
0
%

香
川
県

1
0
0
%

愛
媛
県

1
0
0
%

高
知
県

1
0
0
%

福
岡
県

1
0
0
%

佐
賀
県

1
0
0
%

長
崎
県

1
0
0
%

熊
本
県

1
0
0
%

大
分
県

1
0
0
%

宮
崎
県

1
0
0
%

鹿
児
島
県

1
0
0
%

沖
縄
県

1
0
0
%

マ
キ

※
　
割
合
は
、
（
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
メ
ッ
シ
ュ
数
）
÷
（
各
都
道
府
県
に
属
す
る
総
メ
ッ
シ
ュ
数
）
で
算
出

　
　
(一
の
位
を
四
捨
五
入
）

　
　
な
お
、
「
マ
キ
で
あ
る
」
と
す
る
割
合
が
5
0
%
以
上
の
都
道
府
県
に
色
を
付
け
た

※
　
平
成
１
５
年
度
「
自
然
、
歴
史
・
文
化
の
観
点
か
ら
み
た
都
道
府
県
域
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土
交
通

　
　
省
国
土
計
画
局
）
」
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成

　
　
な
お
、
社
会
組
織
の
類
型
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
編
「
地
域
性
か
ら
見
た
日
本
」
（
1
9
9
6
年
）
を
参
考
に
し
た
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⑦
　
社
会
組
織
　
類
型
Ⅰ
　
同
族
組
織
（
本
分
家
間
に
格
差
）
　

あ
り

な
し

北
海
道
　

1
0
0
%

青
森
県

1
0
0
%

岩
手
県

1
0
0
%

宮
城
県

8
0
%

2
0
%

秋
田
県

1
0
0
%

山
形
県

1
0
0
%

福
島
県

4
0
%

6
0
%

茨
城
県

1
0
0
%

栃
木
県

0
%

1
0
0
%

群
馬
県

0
%

1
0
0
%

埼
玉
県

1
0
0
%

千
葉
県

1
0
0
%

東
京
都

1
0
0
%

神
奈
川
県

1
0
0
%

新
潟
県

8
0
%

2
0
%

富
山
県

1
0
0
%

石
川
県

5
0
%

5
0
%

福
井
県

1
0
0
%

山
梨
県

1
0
0
%

長
野
県

1
0
0
%

岐
阜
県

1
0
0
%

静
岡
県

1
0
0
%

愛
知
県

1
0
0
%

三
重
県

1
0
0
%

滋
賀
県

1
0
0
%

京
都
府

1
0
0
%

大
阪
府

1
0
0
%

兵
庫
県

1
0
0
%

奈
良
県

1
0
0
%

和
歌
山
県

1
0
0
%

鳥
取
県

1
0
0
%

島
根
県

1
0
0
%

岡
山
県

1
0
0
%

広
島
県

1
0
0
%

山
口
県

1
0
0
%

徳
島
県

1
0
0
%

香
川
県

1
0
0
%

愛
媛
県

1
0
0
%

高
知
県

1
0
0
%

福
岡
県

1
0
0
%

佐
賀
県

1
0
0
%

長
崎
県

1
0
0
%

熊
本
県

1
0
0
%

大
分
県

1
0
0
%

宮
崎
県

1
0
0
%

鹿
児
島
県

1
0
0
%

沖
縄
県

1
0
0
%

本
分
家
間
に
格
差

※
　
割
合
は
、
（
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
メ
ッ
シ
ュ
数
）
÷
（
各
都
道
府
県
に
属
す
る
総
メ
ッ
シ
ュ
数
）
で
算
出

　
　
(一
の
位
を
四
捨
五
入
）

　
　
な
お
、
「
あ
り
」
と
す
る
割
合
が
5
0
%
以
上
の
都
道
府
県
に
色
を
付
け
た

※
　
平
成
１
５
年
度
「
自
然
、
歴
史
・
文
化
の
観
点
か
ら
み
た
都
道
府
県
域
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土

　
　
交
通
省
国
土
計
画
局
）
」
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成

　
　
な
お
、
社
会
組
織
の
類
型
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
編
「
地
域
性
か
ら
見
た
日
本
」
（
1
9
9
6
年
）
を
参
考
に
し
た
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⑧
　
社
会
組
織
　
類
型
Ⅱ
　
擬
制
的
親
子
関
係

中
核
地
域

外
郭
地
域

い
ず
れ
で
も
な
い

北
海
道
 

 
1
0
0
%

青
森
県
 

1
0
0
%

0
%

岩
手
県
 

 
1
0
0
%

宮
城
県
 

 
1
0
0
%

秋
田
県
 

1
0
0
%

0
%

山
形
県
 

 
1
0
0
%

福
島
県
 

 
1
0
0
%

茨
城
県
 

 
1
0
0
%

栃
木
県
 

 
1
0
0
%

群
馬
県
 

 
1
0
0
%

埼
玉
県
 

 
1
0
0
%

千
葉
県
 

 
1
0
0
%

東
京
都
 

 
1
0
0
%

神
奈
川
県
 

1
0
0
%
 

新
潟
県

1
0
0
%
 

 
富
山
県

1
0
0
%
 

 
石
川
県

1
0
0
%
 

 
福
井
県

1
0
0
%
 

 
山
梨
県
 

1
0
0
%
 

長
野
県

1
0
0
%
 

 
岐
阜
県

1
0
0
%
 

 
静
岡
県
 

 
1
0
0
%

愛
知
県
 

1
0
0
%
 

三
重
県
 

1
0
0
%

0
%

滋
賀
県

1
0
0
%
 

 
京
都
府
 

1
0
0
%
 

大
阪
府
 

 
1
0
0
%

兵
庫
県
 

3
0
%

7
0
%

奈
良
県
 

1
0
0
%
 

和
歌
山
県
 

 
1
0
0
%

鳥
取
県
 

 
1
0
0
%

島
根
県
 

 
1
0
0
%

岡
山
県
 

 
1
0
0
%

広
島
県
 

 
1
0
0
%

山
口
県
 

 
1
0
0
%

徳
島
県
 

 
1
0
0
%

香
川
県
 

 
1
0
0
%

愛
媛
県
 

 
1
0
0
%

高
知
県
 

 
1
0
0
%

福
岡
県
 

 
1
0
0
%

佐
賀
県
 

 
1
0
0
%

長
崎
県
 

 
1
0
0
%

熊
本
県
 

 
1
0
0
%

大
分
県
 

 
1
0
0
%

宮
崎
県
 

 
1
0
0
%

鹿
児
島
県
 

 
1
0
0
%

沖
縄
県
 

 
1
0
0
%

※
　
割
合
は
、
（
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
メ
ッ
シ
ュ
数
）
÷
（
各
都
道
府
県
に
属
す
る
総
メ
ッ
シ
ュ
数
）
で
算
出
(一
の
位
を
四
捨
五
入
）

　
各
都
道
府
県
の
色
は
、
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
う
ち
最
大
の
割
合
の
も
の
に
色
を
付
け
た

　
　
（
な
お
、
「
い
ず
れ
で
も
な
い
」
に
属
す
る
割
合
が
最
も
高
い
場
合
は
色
を
付
け
て
い
な
い
）

※
　
平
成
１
５
年
度
「
自
然
、
歴
史
・
文
化
の
観
点
か
ら
み
た
都
道
府
県
域
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土
交
通
省

　
　
国
土
計
画
局
）
」
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成

　
　
な
お
、
社
会
組
織
の
類
型
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
編
「
地
域
性
か
ら
見
た
日
本
」
（
1
9
9
6
年
）
を
参
考
に
し
た
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あ
り

な
し

北
海
道

1
0
0
%

青
森
県

1
0
0
%

岩
手
県

1
0
0
%

宮
城
県

1
0
0
%

秋
田
県

1
0
0
%

山
形
県

1
0
%

9
0
%

福
島
県

4
0
%

6
0
%

茨
城
県

5
0
%

5
0
%

栃
木
県

7
0
%

3
0
%

群
馬
県

0
%

1
0
0
%

埼
玉
県

8
0
%

2
0
%

千
葉
県

1
0
0
%

東
京
都

3
0
%

7
0
%

神
奈
川
県

1
0
%

9
0
%

新
潟
県

3
0
%

7
0
%

富
山
県

6
0
%

4
0
%

石
川
県

1
0
0
%

0
%

福
井
県

3
0
%

7
0
%

山
梨
県

1
0
0
%

長
野
県

0
%

1
0
0
%

岐
阜
県

1
0
%

9
0
%

静
岡
県

5
0
%

5
0
%

愛
知
県

1
0
0
%

三
重
県

1
0
0
%

滋
賀
県

7
0
%

3
0
%

京
都
府

1
0
0
%

大
阪
府

6
0
%

4
0
%

兵
庫
県

4
0
%

7
0
%

奈
良
県

0
%

1
0
0
%

和
歌
山
県

2
0
%

8
0
%

鳥
取
県

7
0
%

3
0
%

島
根
県

2
0
%

8
0
%

岡
山
県

3
0
%

7
0
%

広
島
県

3
0
%

7
0
%

山
口
県

0
%

1
0
0
%

徳
島
県

2
0
%

8
0
%

香
川
県

1
0
0
%

愛
媛
県

6
0
%

4
0
%

高
知
県

5
0
%

5
0
%

福
岡
県

1
0
0
%

0
%

佐
賀
県

1
0
0
%

長
崎
県

5
0
%

5
0
%

熊
本
県

5
0
%

5
0
%

大
分
県

0
%

1
0
0
%

宮
崎
県

1
0
0
%

鹿
児
島
県

3
0
%

7
0
%

沖
縄
県

1
0
0
%

　
⑨
　
社
会
組
織
　
類
型
Ⅲ
　
年
齢
階
梯
型
（
年
齢
階
梯
制
）

年
齢
階
梯
制

※
　
割
合
は
、
（
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
メ
ッ
シ
ュ
数
）
÷
（
各
都
道
府
県
に
属
す
る
総
メ
ッ
シ
ュ
数
）
で
算
出

　
　
(一
の
位
を
四
捨
五
入
）

　
　
な
お
、
「
あ
り
」
と
す
る
割
合
が
5
0
%
以
上
の
都
道
府
県
に
色
を
付
け
た

※
　
平
成
１
５
年
度
「
自
然
、
歴
史
・
文
化
の
観
点
か
ら
み
た
都
道
府
県
域
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土

　
交
通
国
土
計
画
局
）
」
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成

　
　
な
お
、
社
会
組
織
の
類
型
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
編
「
地
域
性
か
ら
見
た
日
本
」
（
1
9
9
6
年
）
を
参
考
に
し
た
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あ
り

な
し

北
海
道

1
0
0
%

青
森
県

1
0
0
%

岩
手
県

3
0
%

7
0
%

宮
城
県

1
0
0
%

秋
田
県

1
0
%

9
0
%

山
形
県

4
0
%

6
0
%

福
島
県

1
0
0
%

0
%

茨
城
県

1
0
0
%

栃
木
県

1
0
0
%

群
馬
県

1
0
0
%

埼
玉
県

1
0
0
%

千
葉
県

1
0
0
%

東
京
都

7
0
%

3
0
%

神
奈
川
県

1
0
0
%

新
潟
県

1
0
%

9
0
%

富
山
県

1
0
0
%

石
川
県

1
0
0
%

福
井
県

0
%

1
0
0
%

山
梨
県

1
0
0
%

0
%

長
野
県

9
0
%

1
0
%

岐
阜
県

8
0
%

2
0
%

静
岡
県

1
0
0
%

愛
知
県

1
0
0
%

三
重
県

1
0
0
%

滋
賀
県

9
0
%

1
0
%

京
都
府

8
0
%

2
0
%

大
阪
府

1
0
0
%

兵
庫
県

1
0
0
%

奈
良
県

1
0
0
%

和
歌
山
県

1
0
0
%

鳥
取
県

1
0
0
%

島
根
県

1
0
0
%

岡
山
県

1
0
0
%

広
島
県

1
0
0
%

山
口
県

1
0
0
%

徳
島
県

1
0
0
%

香
川
県

1
0
0
%

愛
媛
県

1
0
0
%

高
知
県

1
0
0
%

福
岡
県

1
0
0
%

佐
賀
県

1
0
0
%

長
崎
県

1
0
0
%

熊
本
県

1
0
0
%

大
分
県

1
0
0
%

宮
崎
県

1
0
0
%

鹿
児
島
県

8
0
%

2
0
%

沖
縄
県

1
0
0
%

隠
居
屋

　
⑩
　
社
会
組
織
　
類
型
Ⅲ
　
年
齢
階
梯
型
（
隠
居
屋
）

※
　
割
合
は
、
（
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
メ
ッ
シ
ュ
数
）
÷
（
各
都
道
府
県
に
属
す
る
総
メ
ッ
シ
ュ
数
）
で
算
出

　
　
(一
の
位
を
四
捨
五
入
）

　
　
な
お
、
「
あ
り
」
と
す
る
割
合
が
5
0
%
以
上
の
都
道
府
県
に
色
を
付
け
た

※
　
平
成
１
５
年
度
「
自
然
、
歴
史
・
文
化
の
観
点
か
ら
み
た
都
道
府
県
域
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土

　
　
交
通
省
国
土
計
画
局
）
」
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成

　
　
な
お
、
社
会
組
織
の
類
型
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
編
「
地
域
性
か
ら
見
た
日
本
」
（
1
9
9
6
年
）
を
参
考
に
し
た
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あ
り

な
し

北
海
道

1
0
0
%

青
森
県

2
0
%

8
0
%

岩
手
県

1
0
0
%

宮
城
県

1
0
0
%

秋
田
県

3
0
%

7
0
%

山
形
県

3
0
%

7
0
%

福
島
県

1
0
0
%

茨
城
県

2
0
%

8
0
%

栃
木
県

1
0
0
%

群
馬
県

1
0
0
%

埼
玉
県

1
0
%

9
0
%

千
葉
県

1
0
0
%

東
京
都

1
0
%

9
0
%

神
奈
川
県

0
%

1
0
0
%

新
潟
県

3
0
%

7
0
%

富
山
県

3
0
%

7
0
%

石
川
県

0
%

1
0
0
%

福
井
県

3
0
%

7
0
%

山
梨
県

1
0
0
%

長
野
県

0
%

1
0
0
%

岐
阜
県

1
0
%

9
0
%

静
岡
県

4
0
%

6
0
%

愛
知
県

1
0
0
%

三
重
県

8
0
%

2
0
%

滋
賀
県

0
%

1
0
0
%

京
都
府

1
0
0
%

大
阪
府

6
0
%

4
0
%

兵
庫
県

4
0
%

7
0
%

奈
良
県

1
0
0
%

和
歌
山
県

2
0
%

8
0
%

鳥
取
県

8
0
%

2
0
%

島
根
県

5
0
%

5
0
%

岡
山
県

4
0
%

6
0
%

広
島
県

6
0
%

4
0
%

山
口
県

6
0
%

4
0
%

徳
島
県

1
0
0
%

香
川
県

1
0
0
%

愛
媛
県

1
0
0
%

高
知
県

1
0
0
%

福
岡
県

1
0
0
%

佐
賀
県

1
0
0
%

長
崎
県

5
0
%

5
0
%

熊
本
県

5
0
%

5
0
%

大
分
県

3
0
%

7
0
%

宮
崎
県

1
0
0
%

鹿
児
島
県

5
0
%

5
0
%

沖
縄
県

1
0
0
%

　
⑪
　
社
会
組
織
　
類
型
Ⅲ
　
年
齢
階
梯
型
（
若
者
宿
）

若
者
宿

※
　
割
合
は
、
（
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
メ
ッ
シ
ュ
数
）
÷
（
各
都
道
府
県
に
属
す
る
総
メ
ッ
シ
ュ
数
）
で
算
出

　
　
(一
の
位
を
四
捨
五
入
）

　
　
な
お
、
「
あ
り
」
と
す
る
割
合
が
5
0
%
以
上
の
都
道
府
県
に
色
を
付
け
た

※
　
平
成
１
５
年
度
「
自
然
、
歴
史
・
文
化
の
観
点
か
ら
み
た
都
道
府
県
域
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土

　
　
交
通
省
国
土
計
画
局
）
」
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成

　
　
な
お
、
社
会
組
織
の
類
型
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
編
「
地
域
性
か
ら
見
た
日
本
」
（
1
9
9
6
年
）
を
参
考
に
し
た
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⑫
　
社
会
組
織
　
類
型
Ⅳ
　
宮
座
組
織

中
核
地
域

外
郭
地
域

い
ず
れ
で
も
な
い

北
海
道

1
0
0
%

青
森
県

1
0
0
%

岩
手
県

1
0
0
%

宮
城
県

1
0
0
%

秋
田
県

1
0
0
%

山
形
県

1
0
0
%

福
島
県

1
0
0
%

茨
城
県

1
0
0
%

栃
木
県

1
0
0
%

群
馬
県

1
0
0
%

埼
玉
県

1
0
0
%

千
葉
県

1
0
0
%

東
京
都

1
0
0
%

神
奈
川
県

1
0
0
%

新
潟
県

1
0
0
%

富
山
県

1
0
0
%

石
川
県

1
0
0
%

福
井
県

1
0
%

9
0
%

山
梨
県

1
0
0
%

長
野
県

1
0
0
%

岐
阜
県

1
0
%

9
0
%

静
岡
県

1
0
0
%

愛
知
県

1
0
0
%

三
重
県

2
0
%

3
0
%

6
0
%

滋
賀
県

1
0
0
%

京
都
府

3
0
%

7
0
%

大
阪
府

9
0
%

1
0
%

兵
庫
県

1
0
%

5
0
%

5
0
%

奈
良
県

1
0
0
%

和
歌
山
県

1
0
0
%

鳥
取
県

1
0
%

9
0
%

島
根
県

6
0
%

4
0
%

岡
山
県

0
%

1
0
0
%

広
島
県

1
0
%

9
0
%

山
口
県

1
0
0
%

徳
島
県

1
0
0
%

香
川
県

1
0
0
%

愛
媛
県

1
0
0
%

高
知
県

1
0
0
%

福
岡
県

7
0
%

3
0
%

佐
賀
県

2
0
%

8
0
%

長
崎
県

1
0
0
%

熊
本
県

1
0
0
%

大
分
県

1
0
0
%

宮
崎
県

1
0
0
%

鹿
児
島
県

1
0
0
%

沖
縄
県

1
0
0
%

※
　
割
合
は
、
（
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
メ
ッ
シ
ュ
数
）
÷
（
各
都
道
府
県
に
属
す
る
総
メ
ッ
シ
ュ
数
）
で
算
出

　
　
　
(一
の
位
を
四
捨
五
入
）

　
　
各
都
道
府
県
の
色
は
、
各
都
道
府
県
の
各
区
分
の
う
ち
最
大
の
割
合
の
も
の
に
色
を
付
け
た

　
　
（
な
お
、
「
い
ず
れ
で
も
な
い
」
に
属
す
る
割
合
が
最
も
高
い
場
合
は
色
を
付
け
て
い
な
い
）

※
　
平
成
１
５
年
度
「
自
然
、
歴
史
・
文
化
の
観
点
か
ら
み
た
都
道
府
県
域
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土
交

　
　
通
省
国
土
計
画
局
）
」
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成

　
　
な
お
、
社
会
組
織
の
類
型
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
編
「
地
域
性
か
ら
見
た
日
本
」
（
1
9
9
6
年
）
を
参
考
に
し
た
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【
参
考
】
社
会
組
織
 
類
型
Ⅰ
～
Ⅳ
の
各
特
徴
に
つ
い
て
 

類
型
Ⅰ
「
同
族
組
織
型
」
 

類
型
Ⅲ
「
年
齢
階
梯
型
」
 

・
本
分
家
関
係
が
世
代
を
超
え
て
継
続
す
る
。
 

・
若
者
組
に
よ
っ
て
構
造
化
さ
れ
て
い
る
。
 

・
親
族
関
係
は
父
系
的
な
傾
向
を
示
す
。
父
系
的
な
親
族
集
団
を
示
す
典
型
的
な
名
称
は
マ
キ
で
あ
る
。
・
親
族
関
係
に
お
け
る
顕
著
な
双
系
性
。
 

・
本
家
と
分
家
の
間
ば
か
り
で
な
く
、
分
家
ど
う
し
の
間
に
も
上
下
関
係
が
あ
る
。
ま
た
本
家
と
は
血

縁
関
係
を
持
た
な
い
分
家
も
あ
る
。
本
家
の
小
作
で
も
あ
る
よ
う
な
分
家
も
あ
る
。
 

・
分
家
の
本
家
か
ら
の
独
立
。
ま
た
分
家
間
に
格
差
が
な
い
。
 

・
本
家
の
跡
継
ぎ
息
子
の
嫁
は
他
の
親
族
集
団
か
ら
来
る
。
 

・
村
内
婚
へ
の
強
い
傾
向
。
 

・
姉
家
督
で
あ
る
。
 

・
姉
家
督
の
欠
如
。
 

・
花
嫁
だ
け
が
披
露
宴
に
出
席
す
る
。
 

・
披
露
宴
に
花
嫁
、
花
婿
双
方
の
出
席
。
 

・
長
子
は
嫁
の
実
家
で
分
娩
す
る
。
 

・
長
子
は
婚
家
で
出
産
(
九
州
の
一
部
を
除
く
)
｡
 

・
末
子
相
続
や
選
定
相
続
は
な
い
。
 

・
末
子
相
続
あ
る
い
は
選
定
相
続
の
存
在
。
 

・
若
者
宿
は
な
い
。
 

・
財
産
単
独
相
続
で
あ
る
。
 

・
若
者
宿
、
隠
居
屋
、
産
屋
、
月
小
屋
の
よ
う
な
建
造
物
が
存
在
し
て
い
る
。
 

・
妻
問
い
婚
の
存
在
。
 

類
型
Ⅱ
「
擬
制
的
親
子
関
係
」
 

類
型
Ⅳ
「
宮
座
組
織
」
 

・
親
方
子
方
な
い
し
親
分
子
分
組
織
と
い
う
擬
制
的
親
子
関
係
で
あ
る
。
親
分
子
分
関
係
は
擬
制
的
親

子
関
係
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
パ
ト
ロ
ン
－
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
で
あ
る
。
 

・
特
に
中
核
地
域
で
は
、
同
族
や
年
齢
集
団
の
よ
う
な
確
固
た
る
永
続
的
な
組
織
が
ほ
と
ん
ど
全
く
欠

如
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
人
々
は
二
者
的
な
擬
制
的
親
族
関
係
（
＝
親
方
子
方
関

係
）
を
設
定
し
て
、
共
同
体
に
お
け
る
自
己
の
地
位
を
確
実
に
し
、
か
つ
こ
れ
に
よ
っ
て
村
落
組
織

の
代
わ
り
と
し
た
。
 

・
ま
た
中
核
地
域
で
は
、
別
居
隠
居
制
度
の
欠
如
、
憑
き
物
信
仰
の
欠
如
が
あ
る
。
 

・
講
組
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
近
隣
集
団
内
で
の
各
世
帯
の
平
等
 

・
分
家
の
本
家
か
ら
の
独
立
 

・
長
子
相
続
だ
が
選
定
相
続
も
除
外
し
な
い
 

・
母
方
、
つ
ま
り
妻
を
与
え
る
側
の
高
い
地
位
 

・
村
や
近
隣
の
役
目
の
輪
番
制
 

・
宮
座
の
存
在
 

・
隠
居
制
度
と
妻
問
い
婚
の
欠
如
 

〔
用
語
解
説
〕
＇
印
が
付
い
て
い
る
も
の
は
「
大
辞
泉
」
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
よ
り
転
載
 

姉
家
督
＇
：
第
二
子
以
下
に
男
子
が
あ
っ
て
も
第
一
子
で
あ
る
長
女
に
家
督
相
続
さ
せ
る
慣
行
 

若
者
組
＇
：
村
落
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い
た
青
年
男
子
の
集
団
。
多
く
は
、
1
5
、
6
歳
ご
ろ
に
加
入
し
、
結
婚
と
と
も
に
脱
退
す
る
。
若
者
宿
を
本
拠
と
し
、
村
落
の
警
備
・
消
防
・
祭
礼
・

労
働
奉
仕
な
ど
に
当
た
っ
た
。
若
衆
組
。
若
者
仲
間
。
 

産
 
屋
＇
：
昔
、
出
産
の
け
が
れ
を
忌
ん
で
、
産
婦
を
隔
離
す
る
た
め
に
つ
く
っ
た
別
小
屋
。
 

月
小
屋
＇
：
か
つ
て
月
経
の
期
間
中
、
女
性
が
家
族
か
ら
離
れ
て
別
居
生
活
を
し
た
小
屋
。
出
血
は
穢
(
け
が
)
れ
と
さ
れ
、
同
じ
火
で
煮
炊
き
し
た
も
の
を
食
べ
る
と
穢
れ
が
移
る
と
い
っ

て
別
火
生
活
を
さ
せ
た
。
他
屋
(
た
や
)
。
 

妻
問
い
婚
：
妻
は
結
婚
後
も
し
ば
ら
く
実
家
に
と
ど
ま
り
、
夫
は
夜
訪
れ
る
形
態
。
 

宮
 
座
：
一
村
落
あ
る
い
は
一
大
字
の
住
民
が
神
社
の
祭
祀
共
同
体
を
形
成
し
、
祭
日
に
は
神
前
に
奉
仕
す
る
組
織
。
そ
の
際
、
神
事
を
執
行
す
る
の
は
職
業
的
な
神
官
で
は
な
く
特
定
の

村
人
で
あ
る
。
 

講
 
組
：
宮
座
よ
り
も
小
さ
い
地
域
集
団
。
日
常
の
事
柄
は
講
組
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
。
 

※
特
に
出
典
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
平
成
１
５
年
度
「
自
然
、
歴
史
・
文
化
か
ら
み
た
都
道
府
県
を
超
え
る
圏
域
の
検
討
調
査
（
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
）
」
を
も
と
に
国
土
交
通

省
国
土
計
画
局
作
成
 

 
な
お
、
当
該
調
査
で
は
、
ﾖ
ｰ
ｾ
ﾞ
ﾌ
･
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾅ
ｰ
著
「
地
域
性
か
ら
見
た
日
本
」
(
1
9
9
6
年
)
を
参
考
に
し
て
い
る
。
 

21




